
 

 

発行：北海道コーラル営業部/帯広市西１９条南５丁目７-２ 

℡ ０１５５－３３－０５６４ / Fax ０１５５－３３－０５７４ 

E-mail:info@h-coral.co.jp 

発行日：２０１９年６月１日 

天然サンゴカルシウム 
栄養機能食品 



 

日本の最西端の島、沖縄県与那国島から産出された良質な化石サンゴが原料です。化石サンゴと

は、１０万年前の清浄な海中に育ったサンゴが、その後の海面低下によって陸上に化石として露出

したものです。この地層から採掘された化石サンゴは年代が若く変質がなく、サンゴの原形を保っ

た状態で保存されています。化石サンゴの主成分は炭酸カルシウムですが、その他に７０余種類の

ミネラルも含まれています。 

肥料「どなん」は化石サンゴを天然の素材のまま、化学的に何ら手を加えることなく未焼成で粉

砕した総合ミネラル肥料です。荷姿は２０ｋｇのビニール袋、フレコンタイプのものもあります。 

 

化石サンゴ肥料「どなん」で生育良好！  

[ここに出典を記載します。] 



 

 黒毛和牛セリ落とし価格の比較 

 ウルカルはサンゴ関連成分ほぼ１００％！ 

与那国島原産「化石サンゴ」を原料とするウルカルには、カルシ

ウムに加え７３種類のミネラルが含まれており、牛の健康維持に

貢献します。 

多孔質の構造により、カビ毒の吸着（特許第４２９５７６１）、

有害物質やにおいも吸着します。 

子牛から成牛まで、使用できます。 

荷姿は２０ｋｇのビニール袋。乳牛であれば 1 日１００ｇ～/頭

が使用量の目安です。 

  

２０１８年１月から１２月（４・７・９月は未調査）まで、南北

海道（安平）市場でウルカル飼料を適正給与している黒毛和牛農

家と、未使用の黒毛和牛農家のセリ落とし価格を比較してみまし

た。血統に関係なく価格・日齢・ＤＧ（一日増体量）・日齢単価の

平均値を右の表にまとめました。結果、ウルカル飼料を適正給与

していた去勢牛の価格は平均で未使用去勢牛より３９，２９６円

高い事が分かりました。また日齢平均の比較から、未使用去勢牛

より１２日早く市場に出すことが出来ています。 

 日齢単価平均の比較では２３０円高く、仮に誕生から２８０日

で市場へ出荷すると未使用牛より約６４，４００円プラスになり

ます。ですから、ウルカル飼料コストを一日あたり約１８円（一頭

５０ℊ給与）かけても十分採算が合うと言えます。 

 ウルカルの原料は、与那国島原産化石

サンゴ。だから、ほぼ１００％サンゴ関

連成分です！ 

化石化したサンゴと呼ばれるものが、

実は数多く商品化されています。その中

でウルカルが評価されている理由は、そ

の純度の高さと、発売以来ずっとその品

質を維持していることにあります。一例

として、他社で販売されていた海外原産

サンゴ化石粉末とウルカル飼料の外観を

比較したのが左の写真です。 

またある調査によりますと、砂サンゴ

と呼ばれているものを詳しく分析したと

ころ、純粋なサンゴ成分は１４％以下に

とどまり、他に有孔虫類や貝殻片、ウニ

類のトゲや石灰藻類、そしてさらには約

１２％が不明な物質として検出されたと

のことです。 

このようにサンゴと呼ばれるものにも

様々な純度・成分・品質の製品があるよ

うです。皆様は何を選択されますか？ 
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よ
ろ
こ
び
」 

 

今
年
の
春
、
孫
が
高
校
受
験
。
受
験
勉
強
中
は
自
信
た

っ
ぷ
り
の
笑
顔
だ
っ
た
の
が
、
合
格
発
表
が
近
づ
く
に
つ

れ
「
…
ダ
メ
か
も
」
と
自
信
な
さ
そ
う
な
声
に
。 

し
か
し
合
格
発
表
当
日
、「
受
か
っ
た
よ
！
」
と
明
る

い
声
。
そ
れ
を
聞
い
た
祖
母
は
喜
び
過
ぎ
て
号
泣
。
自
分

の
子
供
が
合
格
し
た
時
は
割
と
あ
っ
さ
り
対
応
し
て
い

た
の
が
、
孫
に
な
る
と
こ
ん
な
に
も
喜
び
方
が
違
う
の
か

と
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

一
方
、
私
自
身
に
も
喜
ば
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
と
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
化
石
サ
ン
ゴ
肥
料

を
使
っ
た
玉
ね
ぎ
を
持
っ
て
行
っ
た
時
の
事
、
バ
イ
ヤ
ー

の
方
が
「
う
ち
と
取
引
し
て
い
る
生
産
者
に
も
、
と
て
も

美
味
し
い
ア
ス
パ
ラ
を
作
っ
て
い
る
方
が
い
ま
す
よ
」

と
。
よ
く
聞
く
と
、
そ
れ
は
す
で
に
何
年
も
前
か
ら
化
石

サ
ン
ゴ
肥
料
を
使
用
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
生
産
者
の

方
で
し
た
。 

生
産
者
ご
本
人
か
ら
私
へ
「
使
っ
て
み
た
ら
と
て
も
良

か
っ
た
」
と
い
う
お
話
は
増
え
て
お
り
、
そ
れ
は
大
変
喜

ば
し
い
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
、
よ
り
消

費
者
側
に
近
い
位
置
に
お
ら
れ
る
バ
イ
ヤ
ー
の
方
か
ら

報
告
を
い
た
だ
け
た
の
は
非
常
に
う
れ
し
い
事
で
し
た
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与
那
国
島
天
然
化
石
サ
ン
ゴ
と
い
う
も
の
は
、
世
の
中

に
出
回
っ
て
い
る
化
学
的
な
も
の
と
は
違
い
、
世
界
で
も

稀
に
み
る
天
然
の
商
品
で
す
。
使
用
し
て
い
た
だ
き
良
さ

を
体
験
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て
納
得
の
い
く
商
品
な
の

で
す
。 

第
三
者
か
ら
喜
び
の
言
葉
を
い
た
だ
く
の
は
化
石
サ

ン
ゴ
を
販
売
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
喜
び
で
す
。
い
つ

か
社
員
と
生
産
者
の
方
、
そ
し
て
消
費
者
の
方
一
同
が
喜

び
合
え
る
の
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
ら
な
お
最
高
で

す
！ 

早
く
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。 

ち
な
み
に
、
孫
の
合
格
発
表
で
号
泣
し
た
祖
母
の
夫
と

は
私
で
す
。 
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 👀 ＨＣ社員の着眼点！ 👀 
🍥
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弊社に寄せられるご質問の中で一番多いもの
は、販売している化石サンゴ資材はどこから来て
いるのかというものです。そこで今回はその点に
スポットを当ててみたいと思います。  

右の２枚の写真をご覧ください。これは日本の
最西端、台湾のすぐ隣にある『沖縄県与那国島』
です。この島の総面積は 28.95 ㎢です。これは北
海道の十勝管内にある中札内村（ 292.58 ㎢）のお
よそ１０分の１ほどです。  

かつて北海道内最小面積として記録されていた
旧椴法華村（ 2004 年に函館市と合併）の 24.92 ㎢
と同じほどの面積といえるでしょう。余談ですが
もし自転車で島を一周しようとすれば、およそ 3
～ 4 時間で可能とのことです。  

国の最新の統計によりますと 1,680 人ほどの
方々がこの与那国島に住んでおられます。実はこ
のような島が、弊社で取り扱っている化石サンゴ
資材の原産地です。  

自然豊かで美しい景色が広がっているこの島で
化石サンゴの原石が存在しているのは何と海の中
ではなく陸の上。  

与那国島の化石サンゴは、今から約１０万年前
に地殻変動により隆起し、地表に現れた非常に年
代の若い石サンゴ類が化石化したものです。この
ような化石サンゴは世界でも類を見ない与那国島
産特有のものなのです。  
 

←こちらの写真がその化石サンゴ製品を製造している

コーラルインターナショナル株式会社です。弊社は、全て

の化石サンゴ資材をここから仕入れています。  

高純度でサンゴ以外の混ざりものを含んでいないこと、カ

ルシウムをはじめ 70 余種類の海洋ミネラルをバランス

良く保有していること、多孔質構造のため吸着力や体内

での吸収性にすぐれていることが特徴で、この特徴こそ

が弊社がこの化石サンゴにこだわる理由です。  

さて最後に、この化石サンゴをそんなに取ったらなくな

ってしまわないか、というご質問も数多く寄せられます。こ

れにつきましてかつて NHK で取材され放送された内容

によれば、現在のペースで掘り続けても今世紀中はなく

ならない（平成 16 年 10 月 7 日オンエア「お元気ですか

日本列島」より）とのことですのでご安心ください。  

 


